

Ⅲ　学童期の子どもをもつ保護者を対象にしたプログラム
子どもの家庭学習について楽しく話し合おう！
～探そう魔法の言葉・技～
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対象：小学生の子どもをもつ保護者
時間：６０分程度
	ねらい
	○　家庭学習に関する子どもへの接し方を振り返り、親としてのかかわり方を話し合う中で、子どものやる気が出る接し方について考える。

	実施のポイント
（評価など）
	○ 「子どものやる気」という視点で今までに行ってきた自分のかかわり方を振り返ることができる。
○　子どもの家庭学習に対するやる気が出るかかわり方のポイントについて考えることができる。

	事前準備
	○　あらかじめ４～５人のグループに分かれておく。
○　筆記用具　　○　ワークシート　　○アンケート用紙（必要に応じて）　　○　３つの約束
○　資料　　○　付せん紙（青・赤）　　○　模造紙　　○　色丸シール　　○　油性マーカー
○　時計（必要に応じて）　　○　名札（必要に応じて）　　○　机上札（必要に応じて）

	時　間
	学習活動
	学習活動のねらい（◎）とポイント（・）
	準備物

	　　　　　１０分導 入

	・ワークの趣旨説明
・３つの約束
・アイスブレイク
　（自己紹介）
	・ねらい、流れ等について説明する。
・３つの約束を守るように周知する。
・自己紹介により互いに親近感をもつことができるようにする。
	３つの約束

	５分展 開

	ワーク１


・ワークシートに書き込んだ内容をもとにグループで話し合う。
	◎グループで子どもの家庭学習の現状を共有することをねらいとする。
・子どもの家庭学習の様子について、ワークシートに記入する。
・家庭学習の様子についてお互いに出し合う。
	ワークシート

	１５分
	ワーク２



・資料１をもとに普段のかかわり方をふりかえり、グループで共有する。


・やる気の出る声かけやかかわり方について、グループで話し合う。
	◎子どもがやる気を出す親のかかわり方について考えることをねらいとする。
・｢テレビやゲーム、外遊びに夢中になり、家庭学習をしない子どもの絵（資料１）｣を見て、今の自分の声かけやかかわり方を青付せん紙に記入する。
・青付せん紙（自分の声かけやかかわり方）を、模造紙に貼りながら、普段どんなかかわり方をしているか、グループで出し合う。
・自分が子どもだったらやる気の出る「親の声かけやかかわり方」（子どもの立場から）を赤付せん紙に記入する。
・赤付せん紙（やる気の出る声かけやかかわり方）を模造紙に貼りながらグループで話し合う。
	ワークシート
資料１
付せん紙(青・赤)
模造紙
油性マーカー

	１０分
	ワーク３


・他のグループの模造紙を見て回る。
	◎他のグループの意見を知ることにより、視野を広げることをねらいとする。
・他のグループのいいと思った言葉やかかわり(赤付せん紙)に色丸シールを貼っていく。
	色丸シール

	１０分
	ワーク４


・ロールプレイングを行う。
	◎やる気をおこさせる疑似体験をすることで、「声かけやかかわり方」の重要性に気付くことをねらいとする。
・親役、子ども役、ナレーター役になり、「今のかかわり方（やる気をなくすものを選んで）」と「やる気の出るかかわり方」の違いを体験し、子どものやる気について考える。（子どもの気持ちを中心に考えさせる。）
	ワークシート

	　　　　１０分まとめ

	ふりかえり


・感想を記入し、グループで共有する。
・全体で共有する。
	◎学習をふりかえり、実践への意欲を高めることをねらいとする。
・今日の感想をワークシートに記入し、グループで共有する。
・特によいかかわり方は全体で紹介する。
・資料２を紹介し、子どもの行動に寄り添うことも大事であることを伝える。
・「かかわりは子どもの立場で考えることが大切である」ことに気づくことができるようにまとめる。
・資料３を紹介し、子どもだけでなく、保護者も失敗してもよいことを補足する。
・資料４（家庭での学習におけるポイント）を紹介する。（各学校から保護者へ配付済）
	ワークシート
資料２
資料３
資料４






